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１１．第３回アイクリエイトでのトマト販売 

最近の活動報告 

　2017年11月26日に大山田コミュニティプラザにて、桑名女性ネットワーク主催の「第３

回アイクリエイト」が開催されました。

　「アイクリエイト」は、自らの活動や事業を地域の人たちに体験してもらい、より広く広

報することで、新しいつながりや、新たな夢や勇気を生み出す、参加型のイベントです。桑

名市にて2014年にスタートし、今回で３回目の開催でした。

　今回は、主催者にお願いし、ＮＴＮトマトを販売していただきました。販売したトマトは

12ｋｇでしたが、あっという間に完売となりました。

　私も現場にいき、市民の方々にＮＴＮトマトが認めていただけたと実感しました。また、

当日は伊藤市長も来場されていました。    

　皆さん、あけましておめでとうございます。本年もよろし

くお願いいたします。

　平成30年も引き続き、「フォーラム新桑名」の代表と監査

委員に選任されましたので、精一杯がんばらせていただき

ます。

　今回の『後援会だより 50 号』では、昨年の 11、12 月の

活動報告と、今回は、平成29年第４回定例会都市経済常任

委員会報告、桑名駅周辺の今後の計画図を記載します。 

＜参考資料＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

将来の桑名駅周辺の計画図 

桑名駅自由通路 
長さ約１７０ｍ、幅６ｍ

近鉄駅舎 
ＪＲ駅舎 

　現在工事が行なわれている桑名駅周辺の計画図です。皆さんも関心があるかと思います

が、駅周辺がどうなるのか、特に東西自由通路、駅東、駅西の道路など現在計画が決定して

いるところが記載されていますのでご覧ください。図面では駅東は東西自由通路位置のみが

記載されており道路関係は現在のままです。駅西は駅広場や道路がよく分かります。 



２２．播磨２号緑地公園「ホタルの里」里山保全活動（2017年12月１日） 

            作業前                      作業後 

  作業後は、半日ですが、右の写真のように裾野には太陽光があたるようになりました。 

 

 

●農地中間管理事業費:城南地区290,500円（県支出金）（答弁書：農林水産課長） 

  

  

●道路施設維持補修費10,000,000円（一般財源）（答弁書：土木課長） 

 

  今回、私は県管理の大山田川の被災箇所の原因について質問しました。 
 

平成29年第４回市議会定例会都市経済常任委員会報告 

　以前より、諸戸アイサン住拓（株）の顧問より「森と緑の県民税助成でこのエリアを再生しよ

う。」と要望をいただいており、市の担当職員と検討していました。先日、「ホタルとなかまの

会」の皆さんと市担当者と協議し、具体的な進め方を決めました。

　（１）作業量の見積りのために、播磨２号緑地（約0.7ha）の現地調査を行なう。

　（２）毎週金曜日の13:30から、リーダーのもとで、実作業体験をかねて再生作業を試行する。

これからも地域社会と連携して環境保護活動を推進し、生物多様性保全に取り組んでいきます。

 集積面積は平成26、27年度で約122haであったが、平成28年度は７haと減少した。農家の

方それぞれに考えがあり、事業の進捗には地域をまとめるリーダーの存在やサポート体制の充

実が大切であると考える。補助額については、２種類あり耕作者集積協力金については10a当

たり１万円、経営転換協力金については10a当たり35,000円である。 

「河川の増水により川底が洗掘されており、護岸ブロックの裏側の土が吸い出されたことが原

因と分析している。」との回答に対して、私は、「洗掘と分析されているのであれば、対応し

てもらえるように三重県に強く要望していただけないか。」と再質問しました。答弁では「毎

年要望しているが、早期の対応が難しい状況である。」とありました。他の委員からは、

「道路施設維持補修費及び河川維持補修費に計上した被災箇所について、災害復旧の国庫負担

申請は行なわなかったか。」との質問もあり、「１カ所の工事費が60万円未満の小規模修繕

であるため、採択要件を満たさなかった。」という答弁もありました。今回の、都市経済委員

会所管の予算審査については、自然災害により被害を受けた修繕費が多かったため、土木課、

農林水産課の修繕費を次のページに記載しました。  

 県管理の大山田川です。左写真:2017年7月10日の集中豪雨陥没。右写真:台風21号時の陥没です。 

 

  

事業名 
補正額の財源内訳（千円） 

補正額の事業内容 
国庫支出金 地方債 一般財源 

農業用施設維持補修費   3,500 

台風21号により被害を受けた農業用施

設の修繕費用 

･播磨地区 農道、水路法面の崩落 

1,700千円 

･深谷地区、桑部地区、多度地区農道法

面の崩落 1,800千円 

道路施設維持補修費   11,000 
大雨や台風等で発生した道路の陥没･崩

落等の復旧に係る修繕料 

河川維持補修費   4,000 
大雨や台風等で被害を受けた河川･水路

の復旧に係る修繕料及び工事費 

災害復旧費 

河川施設   6,000 

河川施設の災害復旧工事 

【台風21号による被害:災害申請予定】

･立会川 河川法面の崩落 6,000千円 

農業用施設 720 300 3,589 

農業用施設の災害復旧工事 

【7月10日大雨による被害:災害認定】

･播磨地区 農道法面の崩落 544千円 

･深谷地区 水路法面の崩落 565千円 

【台風21号による被害:災害認定予定】

･播磨･深谷地区 農道法面の崩落 

3,500千円 


